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タクシー 全自動車事故 バス トラック 

（出所）国土交通省「自動車運送事業に係る交通事故要因分析報告書」 

 

走行距離1億キロ当たりの業態別交通事故件数の推移 
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昨年１１月働く仲間の労苦に応えるべき旨を求め 
会社へ申し入れた 

協議会設立を記念して行なわれたアンコールワットの旅 

こたえ １．しゃしん　２．ほてる　３．きって 

タ
ク
シ
ー
事
故
は
な
ぜ
増
え
て

い
る
の
か 

 

　
中
央
本
部
は
、
昨
年
十
一
月

二
十
四
日
（
木
）
二
大
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
一
時
金
」
の
早
期
の
回

答
と
支
給
に
つ
い
て
強
く
申
し

入
れ
た
。 

　
そ
れ
に
対
し
て
、
十
二
月
五

日
（
月
）
会
社
側
か
ら
、「
二

大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
前
進
と
Ｊ

Ｒ
西
日
本
グ
ル
ー
プ
の
益
々
の

発
展
と
協
力
を
期
待
し
、
十
二

月
二
十
二
日
以
降
準
備
出
来
次

第
、（
二
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
体

感
考
動
券
）
と
し
て
支
給
す
る
。

　
引
き
続
き
安
全
性
と
Ｃ
Ｓ
の

向
上
に
努
力
す
る
と
と
も
に
、

二
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
促
進
に

向
け
た
社
員
の
前
向
き
な
考
動

を
期
待
す
る
」
と
の
説
明
が
あ

っ
た
。 

　
中
央
本
部
は
Ｊ
Ｒ
西
日
本
と

し
て
、
グ
ル
ー
プ
の
働
く
仲
間

の
労
苦
に
対
し
て
も
し
っ
か
り

応
え
る
べ
き
旨
を
求
め
了
解
し

た
。 

　
私
た
ち
の
運
動
は
全
組
合
員

の
不
断
の
努
力
に
よ
り
前
進
し

て
い
る
。
明
日
か
ら
の
Ｊ
Ｒ
西

労
組
運
動
に
引
き
続
き
総
団
結

を
要
請
す
る
。 

　
自
動
車
の
業
態
別
に
事
故
の

状
況
を
も
う
少
し
み
て
お
き
ま

す
。
走
行
一
億
キ
ロ
あ
た
り
の

業
態
別
交
通
事
故
件
数
に
つ
い

て
で
す
が
（
図
１０
）、
事
故
は

減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ト
ラ

ッ
ク
の
事
故
が
多
い
と
思
わ
れ

が
ち
の
で
す
が
、
ト
ラ
ッ
ク
が

事
故
を
起
こ
す
と
、
玉
突
き
事

故
に
な
っ
た
り
し
て
被
害
が
大

き
く
な
る
場
合
が
多
い
の
で
、

メ
デ
ィ
ア
で
も
大
き
く
取
り
上

げ
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ト

ラ
ッ
ク
は
怖
い
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
定
着
し
て
い
る
の
で
す
が
、

実
際
に
は
発
生
件
数
で
い
う
と

ト
ラ
ッ
ク
の
事
故
は
そ
れ
ほ
ど

多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
、

大
型
ト
ラ
ッ
ク
の
ス
ピ
ー
ド
リ

ミ
ッ
タ
ー
制
導
入
や
、
飲
酒
運

転
の
罰
則
強
化
な
ど
が
行
わ
れ

た
の
で
、
ト
ラ
ッ
ク
の
重
大
は

事
故
が
減
っ
て
い
ま
す
。
マ
イ

カ
ー
を
含
む
自
動
車
全
体
も
同

じ
く
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。 

　
唯
一
の
例
外
が
タ
ク
シ
ー
で

す
。
二
〇
〇
〇
年
ご
ろ
か
ら
ず

っ
と
事
故
が
増
加
し
、
今
、
高

止
ま
り
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の

理
由
の
一
つ
に
規
制
緩
和
の
影

響
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
二
〇

〇
二
年
の
規
制
緩
和
で
、
参
入

が
容
易
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

大
都
市
圏
を
中
心
に
タ
ク
シ
ー

が
増
加
し
、
と
く
に
政
令
指
定

都
市
ク
ラ
ス
の
都
市
で
は
タ
ク

シ
ー
が
あ
ふ
れ
る
状
況
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
た
め
一
台
あ
た

り
の
売
上
高
が
減
り
、
そ
の
結

果
、
減
収
分
を
補
お
う
と
し
て

長
時
間
の
無
理
な
運
転
も
増
加

し
て
い
ま
す
。
あ
る
い
は
街
を

走
っ
て
い
る
と
き
に
、
歩
道
側

を
見
て
お
客
さ
ん
を
捜
そ
う
と

す
る
の
で
、
前
方
不
注
意
で
事

故
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
タ
ク

シ
ー
事
故
の
大
半
は
、
空
車
の

と
き
、
つ
ま
り
お
客
を
捜
し
て

い
る
と
き
に
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
お
客
を
乗
せ
て
い
る
と

き
に
は
あ
ま
り
事
故
が
起
き
て

い
ま
せ
ん
。 

　
タ
ク
シ
ー
の
規
制
緩
和
は
、

期
待
さ
れ
た
成
果
を
上
げ
る
こ

と
が
で
き
ず
、
逆
に
安
全
に
つ

い
て
は
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
与

え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
こ
と
が
、
各
方
面
か
ら
指
摘

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
、
二
年
前
に
国
交
省
の

交
通
政
策
審
議
会
の
中
に
タ
ク

シ
ー
を
検
討
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

私
も
そ
の
委
員
と
し
て
一
年
間
、

タ
ク
シ
ー
政
策
を
再
検
討
す
る

論
議
に
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の

会
議
の
結
論
と
し
て
、
規
制
緩

和
に
つ
い
て
見
直
し
を
求
め
る

答
申
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
そ

れ
を
受
け
て
、
昨
年
六
月
、
タ

ク
シ
ー
の
適
正
化
・
活
性
化
に

関
す
る
特
別
法
が
成
立
し
ま
し

た
。
こ
の
特
別
法
に
基
づ
き
、

昨
年
の
秋
か
ら
、
特
に
供
給
過

剰
状
況
に
陥
っ
て
い

る
全
国
百
数
十
の
エ

リ
ア
で
関
係
者
が
集

う
協
議
会
が
立
ち
上

げ
ら
れ
、
地
域
ご
と

に
タ
ク
シ
ー
の
適
正
化
・

活
性
化
の
た
め
の
計

画
が
策
定
さ
れ
ま

し
た
。
そ
れ
を
も
と
に
、

現
在
、タ
ク
シ
ー
会
社

が
事
業
の
再
構
築
計

画
を
策
定
中
で
す
。

本
日
ご
出
席
の
戸
崎

先
生
は
東
京
で
そ
の

協
議
会
の
委
員
を
さ

れ
て
い
て
、私
も
大
阪
、

仙
台
、
京
都
で
委
員
を
し
て
い

ま
す
。 

　
業
務
交
通
の
事
故
で
気
に
な

る
の
が
バ
ス
で
す
。
貸
切
バ
ス

の
規
制
緩
和
は
タ
ク
シ
ー
と
同

じ
頃
に
行
わ
れ
、
タ
ク
シ
ー
と

同
様
に
参
入
者
が
増
加
し
て
一

台
あ
た
り
の
輸
送
量
が
減
少
し

て
し
ま
い
、
事
故
も
高
止
ま
り

し
て
い
ま
す
。
タ
ク
シ
ー
ほ
ど

貸
切
バ
ス
は
世
間
の
注
目
を
集

め
て
い
な
い
の
で
、
な
か
な
か

見
直
し
の
気
運
が
高
ま
り
ま
せ

ん
が
、
貸
切
バ
ス
も
規
制
緩
和

の
見
直
し
を
行
う
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
。 

 

　
退
職
者
協
議
会
は
一
九
九
六

年
四
月
二
六
日
の
設
立
か
ら
、

ゆ
と
り
と
豊
か
さ
が
共
有
で
き

る
福
祉
社
会
の
実
現
に
む
け
取

り
組
み
を
展
開
し
、
十
五
年
を

迎
え
た
。 

　
こ
の
事
を
記
念
し
て
、
昨
年

末
の
十
二
月
三
日
か
ら
六
日
の

四
日
間
、
退
職

者
協
議
会
十
五

周
年
「
シ
ェ
ム

リ
ア
ッ
プ
の
旅
」

を
催
行
し
た
。 

　
竹
内
会
長
を

は
じ
め
、
各
地

方
本
部
か
ら
二

十
八
名
の
会
員

と
家
族
が
参
加

し
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
の
世
界
遺
産

で
あ
る
ア
ン
コ

ー
ル
ワ
ッ
ト
の

壮
大
さ
に
感
激

し
な
が
ら
、
こ

れ
ま
で
の
、
運

動
と
今
後
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
語
り
合
っ
た
。 

　
参
加
者
は
、
来
年
の
再
会
を

約
束
し
帰
途
に
つ
い
た
。 

 

ＪＲ連合第24回中央委員会 

ＪＲ西労組第30回中央委員会 

金沢地本第21回地方委員会 

京都地本第21回地方委員会 

大阪地本第17回地方委員会 

和歌山地本第19回地方委員会 

福知山地本第21回地方委員会 

岡山地本第23回地方委員会 

米子地本第21回地方委員会 

広島地本第21回地方委員会 

福岡地本第21回地方委員会 

中バス地本第21回地方委員会 

総支部拡大分会代表者会議　　　 

 

２０１２年２月１日（水） 

２０１２年２月７日（火） 

２０１２年４月６日（金） 

２０１２年３月３日（土） 

２０１２年３月２日（金） 

２０１２年３月４日（日） 

２０１２年２月１１日（土） 

２０１２年３月４日（日） 

２０１２年２月２５日（土） 

２０１２年２月２５日（土） 

２０１２年２月２６日（日） 

２０１２年２月２８日（火） 

２０１２年２月１４日（火） 

ホテルグランヴィア広島 

大阪リバーサイドホテル 

労災会館 

滋賀ビル１階 

安倍乃荘 

和歌山支社４階会議室 

総建ビル 

オルガホール 

弓ヶ浜荘 

ホテルチューリッヒ東方２００１ 

福岡たばこ会館 

広島地本２階会議室 

北梅田研修センター 

第7回綱引き大会 ２０１２年２月２３日（木）～２４日（金）  白浜町立総合体育館 

内　容 日　時 
 

場　所 

本部レクリエーション予定 

Ｊ
Ｒ
西
労
組
の
要
求
実
る
！！  
　
「
二
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
体
感
考
動
券
」
を
獲
得 

 

退
職
者
協
議
会
１５
周
年 

　
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
「
シ
ェ
ム
リ
ア
ッ
プ
の
旅
」 

「
鉄
道
復
権
の
時
代
に
お
け
る
Ｊ
Ｒ
の
役
割
」 

〜
安
全
問
題
を
中
心
に
〜 

安
全
を
科
学
す

安
全
を
科
学
す
る 

安
全
を
科
学
す

安
全
を
科
学
す
る 

安
全
を
科
学
す
る 

６０ 

 
関
西
大
学
社
会
安
全
学
部  
教
授
　 

　
　
　
　
安
部
　
誠
治 

２０１０年５月２８日 
ＪＲ連合・ＪＲ西労組共催
第５回安全シンポジウム
基調講演より 

ＪＲ西労組関係 主な活動スケジュール 


